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1 はじめに

最近、Web 上の多様な異種アプリケーションおよびシス
テム間（プラットフォーム）での通信を可能にすることや、さ
らにはそれらを簡単に連携させることができるという理由で
Webサービスが注目を集めている。
Webサービスとはインターネット標準の各種Webプロト

コルを利用してアクセス可能なアプリケーション・コンポーネ
ントのこと、またはそれを連携させる技術のことである。文書
の構造化機能と実用性の両面を追求して開発されたマークアッ
プ言語の XMLを用いることによって、システム間のデータ
連携を可能にしている。Microsoft社では「Webサービス」
をWebを利用した通常の情報サービスと明確に区別できるよ
うに、「XML Webサービス」と呼んでいる。
Webサービスを利用することで、システム（プログラム）

の開発期間を短縮することができるという大きな利点がある。
例えば、株価情報を検索するシステムを開発したい場合、株価
情報Webサービスを利用することで開発者は株価を検索する
ロジックに関してのプログラムを記述する必要がなくなる。し
かし、Webサービスに渡すべき値を入力するウィジェットや
Webサービスから返された値を表示するロジック及び、表示
に用いられるウィジェットといったGUIに関する実装は、当
然のことながら開発者が手作業で行わなければならない。
そこで本研究では、Webサービスにおける入出力部分の

GUIを効率的に構築するための手法を提案する。具体的に
は、変換のヒントとなる情報を元にGUIで表示する値と実際
にWebサービスに渡す値を動的に関連付けることによって、
様々な表示形式に対応したGUIアプリケーションを構築す
る。

2 Webサービスとは

Webサービスの定義には様々なものがあるが、本研究では
インターネット標準の各種Webプロトコルを利用してアクセ
ス可能なアプリケーション・コンポーネントのこと、または
それを連携させる技術と定義する。Webサービスの主な技術
として SOAP、WSDL、 UDDIが挙げられる。 SOAPとは
XMLメッセージの交換を行う基本的なプロトコルを定義す
るもの、WSDLはサービスの内容が書かれた XMLの書式、
UDDIはサービスを検索、登録できるレジストリのことであ
る。図 1は SOAP、WSDL、 UDDI関係についてWebサー
ビスの概要を図にまとめたものである。WSDLではサービス
の内容を定義可能であるが、サービスの目的・意味・処理内容
までは定義できない。そのため、Webサービスに渡すべき具
体的な値がWSDLを見ただけでは、わからないという問題が
存在する。
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図 1: Webサービスの概略図

3 本研究の特徴

本研究では、Webサービスと対話するWebアプリケーショ
ンの入出力部分のGUIを効率的に構築するための手法を提案
する。特に本研究の特徴とその利点について述べる。
本研究の特徴として、以下の 2つがあげられる。

1. Webサービスの入出力パラメータと実際にGUIに入力
される値や表示される値とを動的に関連づけることがで
きる

2. GUIアプリケーションのレイアウトはいくつかの候補か
ら選ぶことができる

1.は、 2章で説明した、WSDLによるWebサービスの記
述だけでは、利用するWebサービスに渡すべき値がわからな
いという問題を解決するための方法である。値の関連付けは、
利用するWebサービスのWSDLファイルと、Webサービス
の入出力パラメータの持つ意味についての情報を元に行う。入
出力パラメータの意味についての情報は、データベースに登録
するようにする。
また、 2.により、利用するWebサービスに適したGUIを

選ぶことができる。Webサービスには様々なサービスが存在
する。Webサービスに渡すべきパラメータが複数存在する場
合や、受け取るパラメータも複数存在する場合、また、Web
サービスにパラメータを送信するだけ、受信するだけといった
様々なサービスが考えられる。その多様なサービスに対応した
GUIを選択できるということは大きな特徴であるといえる。
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4 本研究の概要

実装は Java Swingを用いる。多くのWebアプリケーショ
ンのように、 HTMLによるGUIではなく Swingを採用した
理由として、 HTMLよりも Swingの方がより質の高いユー
ザーインターフェースを提供できることが挙げられる。また、
Swingは動的にルックアンドフィールを変更できるので、本
研究で自動生成するGUIアプリケーションにおけるルックア
ンドフィールの動的変更を容易に実現することを挙げることが
できる。
本システムを利用した場合の、GUIアプリケーションの開

発手順と利用手順を、以下の図 2に示す。
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図 2: 本システムの概要図

5 入出力部分の変換規則

GUIに入力されたデータをそのままWebサービスにパラ
メータとして渡すと不具合が起こる場合がある。それはGUI
の入力がWebサービスに渡すべきデータ型や文字列と異なっ
ている場合である。この場合、入力されたデータを、適切な
データ型や文字列に変換してから渡す必要がある。そのために
本研究では、変換のヒントとなる情報を基に動的に適切なデー
タ型、文字列に変換するという手法を用いる。具体的には、
データベースにこれらの変換方法を自動化するために必要な
情報を登録し、その情報を適宜参照する。データベースに必要
な情報は２つに分かれる。１つはWebサービスに渡すべき引
数の意味に関する情報 (表 1)。もうひとつはWebサービスに
渡す引数と同じ意味を持つものを列挙したデータの情報 (表 2)
である。

サービス名 入出力 引数 意味

TemperatureService 入力 英語 地名 ID
TemperatureService 出力 英語 天気

StockQuote 入力 英語 株価銘柄 ID
表 1: 引数情報データベース

意味 英語 日本語 画像

地名 ID Tokyo 東京
地名 ID Chiba 千葉
天気 fine 晴れ fine.gif
天気 rain 雨 rain.gif

株価銘柄 ID MSFT マイクロソフト
表 2: 知識データベース

入力要素を検索する場合を例として内部処理を説明する。
入力要素を検索するには知識データベースを調べる必要が

ある。利用するWebサービスを決定する時点でサービス名は
分かっているため、サービス名を元に引数情報データベースを
検索する。それにより、知識データベースをマッピングするた
めに必要な意味に関する情報を知ることができる。以下で表 1
の TemperatureServiceを利用したGUIアプリケーションを
作成した場合を例に説明する。まず、引数情報データベースを
検索しサービス名が TemperatureServiceであり、入出力が
入力である行を調べる。この操作を行う SQL文は

SELECT 意味 FROM 引数情報データベース WHERE サービス
名 = TemperatureService AND 入出力 = 入力

である。これを実行すると、結果は次のようになる。

意味
地名 ID

意味＝地名 IDを知ることができたので、知識データベース
から意味＝地名 IDである要素を全て抜き出すことが可能とな
る。この操作を行う SQL文は

SELECT * FROM 知識データベース WHERE 意味 = 地名 ID

である。これを実行すると、結果は次のようになる。

意味 英語 日本語
地名 ID Tokyo 東京
地名 ID Chiba 千葉

よって、GUIにおけるWebサービスへの引数の入力部分を、
本来の引数である英語の代わりに日本語に対応させることがで
きるようになる。出力部分においてもこれと同様にして、本来
の戻り値である英語の代わりに日本語または画像を表示させ
ることができるようになる。以上の処理を行うことで、Web
サービスの操作及びその表示方式をより直感的なものにするこ
とが可能となる。

6 おわりに

本手法が完成すればWebサービスを利用したGUIアプリ
ケーションが容易に開発可能になる。これにより多くのエン
ドユーザーがWebサービスの恩恵を得ることになり、Web
サービスの実用化・普及を促進することが期待される。
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